
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市立将監東中学校 

３学年だより第１３号 

令和６年１月２６日発行 

文責 伊藤貴也 

 一年のうち最も寒さの厳しい時期を迎えていますが，熱い情熱を持った TEAM 将監東３学年は冬の寒さ

にも負けず，来たるべき「春」に向けて着々と力を蓄えています。私立高校の特別入試などに挑戦して，一

足先に「春」を迎えつつある仲間も出てきました。私立一般入試も近づき，いよいよ今まで温めてきた種を

結実させるときです。冬の寒さが厳しいほど，迎えた春の喜びは大きく感じられるものです。残された時間

も一つ一つの結果に一喜一憂することなく，黙々と，淡々と，ひたすらに努力を積み重ねていきましょう。 

 また，教室内にいる様々な立場の人たちへの「想像力」も大切にしてほしいと思っています。進路が決ま

った人，試験直前で緊張している人，思った通りに物事が進まずに落ち込んでいる人・・・。普段は何も感

じないような一言に敏感になってしまうのがこの時期です。TEAMの仲間を大切にするためにも，これまで

以上に相手の気持ちに思いを馳せる「想像力」を大切にしてください。「受験は団体戦」です。 

 

 

◎私立一般入試 A日程（１／３０），B日程（２／１）について 

 〇事前指導を本日行い，注意事項の確認や受験票の配付をしています。ご家庭でもそれらに 

ついて必ず確認するようにしてください。 

 〇受験票を各自が事前にプリントアウトしなければならない高校もあります。要項で確認し 

ましょう。 

 〇当日，受験のない生徒は自宅学習となります。基本的に１４時までは 

自宅を出ないように指導しておりますので，ご協力ください。 

◎進路事務手続きについて 

 〇以下の書類（進路説明会資料）の提出をよろしくお願いします。 

  「様式４」・・私立高校に合格した場合，随時担任へ。 

  「様式６」・・進学先が決定した場合，随時担任へ。 

  「様式５」・・公立高校の受験先が決定したら，記入済みの願書と合わせて２／７（水）まで

に担任へ。なお願書には，県立高校を受験する場合は【宮城県収入証紙】，市

立高校を受験する場合は【納入通知書兼領収書】を貼付する必要があります。

詳細は１０月にお配りした「進路説明会資料」でご確認ください。 

◎公立高校の出願について 

 〇２／５（月）に私立一般入試の合否が出ます。その結果を受けて公立高校の受験先を再考す

る場合は，早めに担任へご連絡ください。必要に応じて三者面談も行っていきたいと思って

います。公立高校出願までの期日が大変短くなっておりますので，気を付けてください。 

日 曜 予     定 合唱 授  業 給食 

１ 木 私立入試B日程 ３年生自宅学習 50        × 

２ 金  50  金1 金2 金3 金4 金5 総 〇 

５ 月  50 放課後 1 2 3 4 5 水2 〇 

６ 火  50  1 2 3 4 5 6 〇 

７ 水  50 放課後 金1 金2 金3 金4 金5 総 〇 

８ 木 期末考査１日目 特  英 社 技家    × 

９ 金 期末考査２日目 特 昼 国 保 理 数 学  〇 

１３ 火 専門委員会 45  1 2 3 4 5 6 〇 

１４ 水  50  1 2 3 4 月4 学 〇 

１５ 木 中央委員会 50 昼 1 2 3 道 5 6 〇 

１６ 金 職員会議 45 昼 1 2 3 4 5  〇 

１９ 月  50 放課後 木1 木2 木3 道 木5 木6 〇 

２０ 火  45  1 2 3 4 5 6 〇 

２１ 水  50  1 2 3 4 月5 学 〇 

２２ 木  50  金1 金2 金3 金4 金5 総 〇 

２６ 月  50 昼 1 2 3 4 5 学 〇 

２７ 火 予餞会 50  1 3 5 6 予餞会 〇 

２８ 水  50 昼 1 2 3 4 月1 卒練 〇 

２９ 木 職員会議 50  1 2 3 卒練 5  〇 

※卒業式と予餞会に向けての合唱練習を始めます。「昼」の日は昼休みに，「放課後」の日は帰りの会終了後に 

３０分程度（昼清掃）の練習を行います。また，これ以外にも授業の中で練習します。 

「おれならできる」 

「プロフェッショナル～仕事の流儀～」という番組で，サッカー元日本代表の本田圭佑選手が話し

た言葉です。 

 本田選手はかつて日本代表として海外でも活躍するスター選手でしたが， 

昔は「足が遅いから」という理由でユースに上がることができないくらい無 

名の選手だったそうです。そんな彼がなぜここまで成長することができたの 

か。答えは「どん欲さ」と「素直さ」だそうです。「足が遅い」と言われた 

本田選手は，毎朝６時から陸上部の練習に参加し，同級生からのアドバイス 

通りに練習してからサッカー部の練習に参加する。心が折れそうになったと 

きはいつも「俺ならできる，俺ならできる」とつぶやき，自らの可能性を信 

じ抜いたんだそうです。 

 そんな彼が以前「右膝半月板損傷」というケガにあい，手術に踏み切りました。 

選手生命が危ぶまれるようなケガなので，「相当落ち込んでいるのでは？」と周り 

が心配する中，「谷がないと山の喜びって感じられなくないですか？俺は必ずやり 

ますよ」と一言。決して諦めることなく，自分自身の可能性を信じ抜く力に感動しました！ 

 


